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吸収線が出現する。このカラー範囲の処理ダ

イアモンドは４８０～５００ｎｍの吸収帯、５０３ｎｍ

の強い吸収線、５０５ｎｍと５１５ｎｍの輝線や

４１５ｎｍの弱い吸収線を示す。また、高温高

圧処理によるアンバー センターの破壊は極

めて興味深いものの、現時点では説明がつ

いていない。
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　このような色処理ダイアモンドの確実な鑑

別を行うためには、赤外線分光、低温可視分

光検査を併用する必要があるが、いくつかの

宝石学的特性から処理の有無がある程度わ

かる。

　こうした宝石学的特性は一般に、非常に

高い彩度で、多くの場合比較的暗い明度の

カラー、イエローからブラウンの内部グレイニン

グ、腐食したナチュラルまたはフラクチャー、内

包されるグラファイト、結晶インクルージョンを取

り囲む歪み亀裂、長波及び短波紫外線に対

するチョーキーなグリーニッシュイエローからイ

エロイッシュグリーンの蛍光、５０３ｎｍの強い吸

収線、４８０～５００ｎｍ付近の吸収帯、分光器

で確認される５０５ｎｍ及び５１５ｎｍの輝線など

がある。今回のような高温高圧処理されたカ

ラーダイアモンドの鑑別には、小型分光器が

有効である。グリーンの透過ルミネッセンスを

示す天然ダイアモンドは高彩度、カラーグレイ

ニングやグリーニッシュイエローの蛍光を示す

ことはあっても、本論文で紹介した他の特性

を示すことはない。　

　ＡＧＴとしてもこの種の高温高圧処理ダイ

アモンドに対して赤外線分光光度計を新しく

導入し、正確な識別結果を出していくための

努力を続けております。

 今回紹介した高温高圧処理ダイアモンドに

ついて『Gems&Gemology』（２０００年夏号）に

詳細なデータ、理解し易い写真が掲載されて

います。もっと詳しい情報を知りたい方はＧ＆

Ｇを読まれることをお勧めします。また、別の

記事に従来までのレーザードリルホールに変

わる新しいレーザープロセスについても掲載

されており、ＧＧには必要な情報であると思わ

れます。

れる。それに対し、同系色天然色ダイアモンド

ではブラウンのグレイニングが見られることが

多いが、イエローのグレイニングが存在するこ

とは比較的少ない。

　検査対象のダイアモンドの大半に見られた、

長波、短波紫外線に対するチョーキーな中程

度から強いグリーニッシュイエローからイエロイ

ッシュグリーンの蛍光反応はたくさんのカラー 

ダイアモンドを対象に、高温高圧処理が施さ

れたかどうかを調べる際の簡単な目安となる。

　グリーンルミネッセンスを示すイエローから

ブラウンの天然ダイアモンドの多くは、ブルーと

イエローが組合わさった蛍光がみられ、多くの

場合、イエローはブラウングレイニングに由来

していた。イエローまたはグリーニッシュイエロ

ーの蛍光を示すものもあったが、チョーキーさ

は見られなかった。

　正確な鑑別を行うためには分光光度計が

必要であるが、小型分光器の場合でも、天然

ダイアモンドでは４９４ｎｍと５０３ｎｍに明瞭な吸

収線が出現し、４１５ｎｍに弱いから中程度の

　炭素の標準相平衡図によると圧力が６ＧＰａ

で温度が１８５０度を超えると、グラファイトの安

定領域に入り、ダイアモンドはグラファイトに転

移を始める。この条件下で直ちに転移が生じ

るわけではなく、結晶面とフラクチャーの表面

が最初に影響を受け、その結果、検査対象サ

ンプルに認められたエッチング及び点食とグ

ラファイト化が生じる。さらに、高温高圧処理中

の内包結晶の膨張や収縮は、歪み亀裂をも

たらす可能性がある。腐食特徴や歪み亀裂

は高温高圧処理を暗示するものであるが、サ

ンプル２個に腐食していないと思われるナチ

ュラルの存在から、この種の特徴が存在しな

くても、ダイアモンドが天然色であるとは限らな

いことが理解できる。

　ブラウンからイエローのグレイニングは処理

前にも処理後にも見られたことから、検査対

象のダイアモンドの大半に本来、存在するも

のであると思われる。処理ダイアモンドの大半

にイエローからブラウンのグレイニングが見ら

現した。残る５個の結晶では、この研究対象

のダイアモンドの多くに観察された特徴的な

スペクトルが認められた。

　図５のスペクトルは紫外、可視、近赤外線、

赤外線範囲における処理による影響を表し

ている。７個の結晶すべてにおいて、Ｈ３セン

ターに関連する５０３ｎｍのピークが出現するか、

あるいは著しく増大した。薄いイエローのサン

プルを除く全部において、Ｈ２センターに関連

する９８５ｎｍにピーク、ＮＶセンターに関連する

６３７ｎｍのピークが出現した。（図５Ａ）中赤外

線スペクトルでは窒素集合状態には大きな

変化はなかったが、６個のブラウンサンプルで

は処理前に見られた４１６６ｃｍ
－１ 

付近の吸収（ア

ンバー センターとして知られる）は処理後に

は全く見られなかった。また、１３６０ｃｍ
－１ 

付近

のプレートレットピークが著しく減少したが、こ

れはウッズ（１９８６）に述べられた通り、多数

のプレートレットが破壊されたこと（ならびにそ

れに付随する転位ループの形成）に由来す

ると考えられる。
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図５ ノバテクによる高温高圧処理の
前後に収集したスペクトルを見ると、こ
の処理によりタイプⅠａブラウンダイア
モンドのカラーセンターが変化した様
子がよくわかる。（Ａ）紫外線・可視光
線・近赤外線スペクトルには、Ｈ３セン
ター及びＨ２センターによる強い吸収（５
０３ｎｍ、９８５ｎｍ）とＮＶセンターに関連
する６３７ｎｍの弱い吸収線が出現して
いる。（Ｂ）近赤外線スペクトルからは、
Ａ集合体とＢ集合体の比率はほとんど
変化していないことがわかる（１３３３～８０
０ｃｍ
－１
）。また、処理後に４１６６ｃｍ

－１
付近

の吸収（アンバーセンター）が消え、プ
レートレット ピーク（１３６０ｃｍ

－１
）が著し

く減少している。アンバーセンターに関
連するピークがわかりやすくなるように、
３０倍に拡大した。

図４  ５個のダイアモンド結晶（１.９０～４.４５ct）は、ノバテクによる高温高圧処理後、ブラウンからグリーニッシュイエローに変化した。写真はエリザベスシュレーダー撮影
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